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利益相反に関するポリシー 

 

背景 

アステラスは、高い倫理観をもちながら、関連法令、規制、加盟業界団体のルールおよび社

内規程等に従い、世界中で事業を行っています。倫理的に、かつ客観性を保ちながら事業を行

うために、利益相反を回避することは重要です。本ポリシーはアステラスとしての正式な表明

であり、アステラスグループ行動基準に定める利益相反に関する規定を補強し、さらに詳しく

定めています。本ポリシーは、すべてのアステラス社員等（以下、社員等）が、アステラスの

利益に完全に合致するよう行動し、アステラスに影響を及ぼす業務上の意思決定を行うことを

目的としています。また、個人および会社の利益相反が生じ得る、または、そう見える状況を

回避することも求めています。 

 

ポリシー 

利益相反に関して本ポリシーよりも高い基準を設定し、独自の利益相反に関する法令、規制

または加盟業界団体のルールを有する国で事業を展開する場合、アステラスは当該国の高い基

準を遵守します。アステラスにとって、コンプライアンスとは単に関連法令や規制、加盟業界

団体のルールを遵守するに留まりません。社員等は、どのような場面においても、常に誠実に

行動し、倫理的に正しい決定をするよう求められています。 

 

利益相反は、直接的か間接的かを問わず、個人的な利害、関係、つながり、投資、または活

動がアステラスの事業を行う上での客観性や判断、行動に影響を与える、またはそのおそれが

ある場合をいいます。個人の利益と会社の利益が相反しうるように見える状況も利益相反に含

まれます。例えば、社員等あるいはその家族や親しい関係者が、アステラスのビジネスパート

ナーに対し金銭的利害を有している場合などが該当します。 

 

社員等の個人的利益とアステラスの利益との間に利益相反が存在する、または潜在的に存在

する（利益相反の様相が生じているものを含む）状況を本ポリシーにおいてすべて記載するこ

とは不可能です。社員等は、良識と高い倫理観をもって本ポリシーを特定の状況に当てはめて

理解する必要があります。禁止されている利益相反の状況が存在するか否かを判断するために

は、透明性が極めて重要であり、社員等は、各地域のコンプライアンス部門に相談するよう求

められています。 

 

社員等は、本ポリシーや、利益相反に関わるその他の社内規程、あるいは法令、規制または

加盟業界団体のルールに対し潜在的または実際の違反があると気づいた場合や合理的に判断で

きる場合には、アステラスに誠実に報告しなければなりません。 

 



 
 
 

 
 

 

  2016 年 4 月公表 

 

また、社員等は、活動中に利益相反が生じる可能性がある場合には、その活動を開始する前

に速やかにアステラスに報告する義務があります。 

 

なお、本ポリシーは、アステラスにおける階級、地位、年功または職位を問わず、すべての

社員等に公平に適用されます。 

 

本ポリシーに違反した社員等は、法令および社内規程に従って、解雇を含む懲戒処分の対象

となる可能性があります。また、アステラスは、本ポリシーの違反を適切な執行当局に報告す

る法的または他の義務を有する場合や、報告の要否を判断する場合があります。 

 


